
芝浜株式会社では、福祉・介護職員等処遇改善加算の算定にあたり、

職場環境等要件に基づく取組を実施しています。

当法人における主な取組は、以下のとおりです。



入職促進に向けた取組

①法人や事業所の経営理念や支援
方針・人材育成方針、その実現のた
めの施策・仕組みなどの明確化

当法人では、
「わからないをわかってあげたい」

という理念を大切にし、すべての職
員がその考えを共有できるよう取り
組んでいます。理念は名刺やホーム
ページにも明示し、支援方針や人材
育成方針についても、基本方針とし
てわかりやすく公表しています。

また、定期的な研修を通して理念や
方針を振り返り、日々の支援や人材
育成につなげています。

②事業者の共同による採用・人事ロー
テーション・研修のための制度構築

現在は、複数事業者間で共同して行う
採用や人事ローテーション、研修制度
の構築は実施しておりません。

③他産業からの転職者、主婦

層、中高年齢者等、経験者・有

資格者等にこだわらない幅

広い採用の仕組みの構築

当法人では、経験や資格の有

無だけにとらわれず、幅広い

人材を受け入れることを大切

にしています。本年度も65

歳以上の職員や育児中の職

員を採用しており、他産業か

らの転職者については研修

を行ったうえで非常勤職員と

して配置しています。

2026.4月現在

20代10名、

30代12名、

40代7名、

50代2名、

60代4名と、幅広い年代の

職員が在籍しており、年齢や

経歴にかかわらず活躍でき

る職場づくりを進めています。

④職業体験の受入れや地域行

事への参加や主催等による職

業魅力向上の取組の実施

地域とのつながりを大切にし、

中学校のトライやる・ウィーク

の受け入れを積極的に行って

います。また、地域行事につい

ても参加可能なものには積極

的に参加し、福祉の仕事の魅

力や意義を地域に発信できる

よう努めています。



資質の向上やキャリアアップに向けた支援

⑤働きながら国家資格等の取得を
目指す者に対する研修受講支援や、
より専門性の高い支援技術を取得
しようとする者に対する業務関連
専門技術研修の受講支援等

当法人では、職員が働きながら専門
性を高めていけるよう、資格取得や
研修受講に対する支援を行ってい
ます。希望者に対しては、保育士な
どの必要な国家資格の取得に向け、
出張扱いを認めたり、受講料を負担
したりするなど、学びやすい環境づ
くりに努めています。

⑦エルダー・メンター制度等の導入

現在は、エルダー・メンター制度の
導入は実施しておりません。

⑥研修の受講やキャリア段位

制度と人事考課との連動に

よるキャリアサポート制度等

の導入

キャリアパスを明確に定める

とともに、リーダー研修等を

実施し、職員一人ひとりの成

長を支える体制を整えていま

す。研修の受講状況や日々の

取組を踏まえながら段階的な

役割を整理し、その結果をも

とに段位を決定しています。

⑧上位者・担当者等による

キャリア面談など、キャリア

アップ・働き方等に関する定

期的な相談の機会の確保

年に一度、キャリア面談を実

施し、今年度の働き方の振り

返りや、来年度に期待される

役割、今後のキャリアアップ

について話し合う機会を設け

ています。職員が安心して働

き続けながら、自分の将来像

を描けるよう支援しています。



両立支援・多様な働き方の推進

⑨子育てや家族等の介護等

と仕事の両立を目指すため

の休業制度等の充実、事業所

内託児施設の整備

育児休業制度や介護休暇制

度などを整備し、職員がライ

フステージの変化に応じて安

心して働き続けられるよう取

り組んでいます

⑪有給休暇を取得しやすい雰

囲気・意識作りのための取組

現在は、具体的な取得目標を

定めた制度としての運用は実

施しておりません。

⑬障害を有する者でも働きや

すい職場環境の構築や勤務シ

フトの配慮

障害や持病などについて採用

時に事前共有があった場合に

は、まず勤務可能かどうかを確

認したうえで、必要な情報共有

や職場でできる配慮を周知し、

働きやすい環境づくりを行っ

ています。また、急な体調不良

等にも備えられるよう、柔軟な

シフト調整に努めています。

⑩職員の事情等の状況に応じ

た勤務シフトや短時間正規職

員制度の導入、職員の希望に

即した非正規職員から正規職

員への転換の制度等の整備

職員の事情にあわせ、積極的

に提案しています。勤務シフト

についても柔軟に組み立てて

おり、各サービスの提供時間

を見直しながら、今いる職員

の実情に合った働き方が実現

できるよう整備を進めていま

す。

⑫有給休暇の取得促進のた

め、情報共有や複数担当制等

により、業務の属人化の解消、

業務配分の偏りの解消に取

り組んでいるか

毎週1回、情報共有のための

会議時間を設け、利用者の現

状把握や支援の取組につい

て周知しています。また、職

員数にも一定の余裕を持た

せることで、業務の偏りを減

らし、有給休暇を取得しやす

いよう工夫しています。



腰痛を含む心身の健康管理

⑭業務や福利厚生制度、メンタルヘ
ルス等の職員相談窓口の設置等相
談体制の充実

福利厚生の一環として、お茶や水な
どの飲み物の支給、年2回の衣類支
給、運転中に使用するハンズフリー
イヤホンの購入補助、親睦会、社食
サービス、食事会などを職員負担な
しで実施しています。職員が安心し
て働ける環境づくりに努めています。

⑮短時間勤務労働者等も受診可能
な健康診断・ストレスチェックや、従
業者のための休憩室の設置等健康
管理対策の実施

希望する職員に対して健康診断や
ストレスチェックを実施しています。
また、施設の状況にもよりますが、
複数の部屋を活用できる環境を整
えており、職員がそれぞれの状況に
応じて休憩を取れるよう配慮してい
ます。

⑯福祉・介護職員の身体の負

担軽減のための介護技術の

修得支援やリフト等の活用、

職員に対する腰痛対策の研

修、管理者に対する雇用管理

改善の研修等の実施

現在は、制度としての実施は

しておりません。

⑰事故・トラブルへの対応マ

ニュアル等の作成等の体制の

整備

事故やトラブルに適切に対応

できるよう、事故対応マニュ

アルを整備しています。



生産性向上のための取組

⑱現場の課題の見える化を実施し
ている

年に一度のアンケートをもとに、業
務改善に向けた課題を抽出し、その
構造についても整理しながら改善
に取り組んでいます。また、各施設
長に対して各事業所の業務時間等
の聞き取りを行い、課題解決に向け
た取組を進めています。

⑲5S活動等の実践による職場環境
の整備を行っている
清掃チェック表などをもとに清掃を
実施し、明るく清潔な環境づくりを
心がけています。また、整理整頓に
ついても、誰にとっても使いやすい
職場環境を目指して取り組んでいま
す。
。

⑳業務手順書の作成や、記録・報告
様式の工夫等による情報共有や作
業負担の軽減を行っている

業務手順書を作成するとともに、記
録や報告様式についても独自の様
式を使用し、できるだけ負担の少な
い形となるよう工夫しています。

㉑業務支援ソフト、情報端末の導入

介護請求ソフトだけでなく、「かべな
しクラウド」を活用した業務支援シス
テムを導入し、記録業務の負担軽減
を図っています。また、各施設に2
台以上のタブレット端末を配置し、
統括、各施設長、副施設長には業務
用スマートフォンを支給しています。

㉓業務内容の明確化と役割
分担を行い、福祉・介護職員
が支援に集中できる環境を
整備している

間接業務を担う職員を配置し、
支援職員が支援に集中しや
すい体制づくりに取り組んで
います。役割についても柔軟
に見直しながら、勤務負担の
軽減に努めています。

㉔各種委員会の共同設置、各
種指針・計画の共同策定、物
品の共同購入等の協働化を
通じた職場環境の改善に向
けた取組の実施

3施設6事業で指針や計画を
共同で検討し、策定していま
す。また、教材などの物品に
ついても共同購入を行うな
ど、協働を通じた職場環境の
改善に取り組んでいます。



やりがい・働きがいの醸成

㉕ミーティング等による職場内コ
ミュニケーションの円滑化による
個々の福祉・介護職員の気づきを踏
まえた勤務環境や支援内容の改善

週に1度のミーティングに加え、期
ごとに会議日を設け、職員同士が支
援の状況や気づきを共有できる機
会を大切にしています。日々の支援
の中で得られた気づきを、勤務環境
や支援内容の改善につなげていま
す。

㉖地域社会への参加・包容の推進の
ため、地域の児童・生徒や住民との
交流の実施

現在は、制度として位置づけた実施
はしておりません。

㉗利用者本位の支援方針など障害
福祉や法人の理念等を定期的に学
ぶ機会の提供

事業所内研修を実施し、利用者主体
の考え方や支援方法、法人理念等に
ついて学ぶ機会を設けています。

㉘支援の好事例や、利用者や

その家族からの謝意等の情

報を共有する機会の提供

期末会議において好事例を

取り上げ、職員間で共有して

います。利用者やご家族から

いただいた感謝の言葉等に

ついても共有し、支援のやり

がいや働きがいにつなげて

います。



今後の展望

当法人では、今後も職員一人ひとりが安心して働き続けられる体制の

充実に取り組んでまいります。支援者がより利用者支援に集中できる

環境整備に努めてまいります。

今後も、法人理念である「わからないをわかってあげたい」を大切にし

ながら、職員と利用者の双方にとってよりよい事業所づくりを継続し

てまいります。
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